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平成２２年第４回上里町議会定例会会議録第２号 
  

平成２２年９月６日（月曜日） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

日程第 ６ (町長提出議案第43号)上里町ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条

例の一部を改正する条例について 
日程第 ７ (町長提出議案第44号)上里町国民健康保険条例の一部を改正する条例に

ついて 

日程第 ８ (町長提出議案第45号)上里町営住宅条例の一部を改正する条例について 

日程第 ９ (町長提出議案第46号)平成２２年度上里町一般会計補正予算（第２号）

について 

日程第１０ (町長提出議案第47号)平成２２年度上里町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）について 

日程第１１ (町長提出議案第48号)平成２２年度上里町介護保険特別会計補正予算 

（第１号）について 

日程第１２ (町長提出議案第49号)平成２２年度上里町老人保健特別会計補正予算 

（第１号）について 

日程第１３ (町長提出議案第50号)平成２２年度上里町神保原駅南土地区画整理事業

特別会計補正予算（第１号）について 

日程第１４ (町長提出議案第51号)平成２２年度上里町公共下水道事業特別会計補正

予算（第１号）について 

――――――――――――――――――――――――――――――    

出席議員（１４人） 

１番  植 原 育 雄 君      ２番  山 下 博 一 君 

   ３番  植 井 敏 夫 君      ４番  高 橋 正 行 君 

   ５番  納 谷 克 俊 君      ６番  中 島 美 晴 君 

   ７番  荒 井   肇 君      ８番  新 井   實 君 

   ９番  小 暮 敏 美 君     １０番  沓 澤 幸 子 君 

  １１番  高 橋   仁 君     １２番  伊 藤   裕 君    

１３番  根 岸   晃 君     １４番  齊 藤 邦 明 君 

欠席議員 なし 
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説明のため出席した者 

  町 長  関 根 孝 道 君   副 町 長  山 下 精 治 君 

  教 育 長  山 下 武 彦 君   総 務 課 長  高 野 正 道 君 

  総合政策課長  石 原 秀 一 君   税 務 課 長  福 島 雅 之 君 

  町民環境課長  清 水 澄 雄 君   福 祉 こ ど も 課 長  関 根 健 次 君 

  健康保険課長  高 杯 一 美 君   まち整備課長  岩 田 貞 祐 君 

  産業振興課長  吉 田 雅 幸 君   下 水 課 長  豊 田   昇 君 

  学校教育課長  山 口 正 彦 君   生涯学習課長  庄   邦 雄 君 

  指 導 室 長  丸 山   修  君  図 書 館 長  澁 澤 秀 実 君 

  資 料 館 長  外 尾 常 人 君   

―――――――――――――――――――――――――――――――       

事務局職員出席者 

  事 務 局 長  戸 矢 隆 光    次 長  須 田 孝 史 
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◎開  議 

午前９時５分開議 

○議長（齊藤邦明君） ただいまの出席議員は14名です。定足数に達しておりますので、ただ

いまから散会前に引き続き本日の会議を開きます。 

──────────────────◇────────────────── 

◎日程第６ 町長提出議案第４３号 上里町ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一 

                 部を改正する条例について 

○議長（齊藤邦明君） 日程第６、町長提出議案第43号 上里町ひとり親家庭等の医療費の支

給に関する条例の一部を改正する条例についての件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 御提案申し上げました議案第43号について、上里町ひとり親家庭の

医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の提案理由の説明を申し上げます。 

 初めに、提案理由でありますけれども、児童扶養手当法及び児童扶養手当法施行令の一部改

正により、父子家庭の生活安定等自立促進を図るため、上里町ひとり親家庭の医療費の支給に

関する条例について、所要の改正を行いたく本案を提出するものであります。 

 次に、改正内容の御説明をさせていただきたいと思いますが、今回の改正における概要でご

ざいますが、児童扶養手当が支給されていない父子家庭の父を支給対象とする措置を講ずるこ

とで、児童扶養手当法及び児童扶養手当施行令の一部改正が行われたところであります。 

 内容でございますけれども、父子家庭及び養育者家庭としてのひとり親家庭の用語の定義の

見直しと、対象者を重複する場合における調整規定の追加により、同一の児童についての父及

び母のいずれもが手当の支給要件に該当する場合には、父に対する手当は支給しないこととす

る等の支給の調整。 

 また、所得制限の対象となる養育費の規定の見直しがされたことによりまして、上里町ひと

り親家庭の医療費の支給に関する条例の一部を改正するものでございます。 

 それでは、条文の骨子について御説明申し上げます。 

 初めに、第２条第２項中の、「）の父」の下に「が監護し、かつ、その児童と生計を同じく

する」を加え、同条第３項中「あって、」というものがありますが、その下に「その児童の」

を加え、同項第２号を次のように改めるものであります。 

 ２でありますけれども、母が監護しない又は母がない前項各号のいずれかに該当する児童。 

 それから、第２条第３項に次の１号を加えるということでございまして、３でありますが、
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父が監護しないか、若しくはこれと生計を同じくしない（父がない場合を除く。）又は父がな

い前項各号に掲げる児童となっておるところでございます。 

 第３条中第２項を第３項といたしまして、第１項の次に次の１項を加えるものであります。 

 ２でありますけれども、前項の対象者（児童を除く。以下この項において同じ。）というこ

とでございますけれども、のうち、同一の児童について、２人以上が対象者となるとき、次の

各号の者は対象者としないということでございまして、１として、同一の児童について、父及

び母のいずれもが対象者となるとき、又は父及び養育者のいずれもが対象者となるときの父が

該当しないということであります。 

 ２でありますけれども、同一の児童についての母又は養育者のいずれもが対象者となるとき

の養育者ということであります。 

 第４条第１項各号列記以外の部分については、「対象者」を「第６条に規定する受給者」に

改めるものでございます。 

 附則でございますが、この条例は、公布の日から施行し、平成22年８月１日から適用するも

のであります。ただし、改正前の条例第５条の規定により、受給者証の交付を受けている対象

者は、なお従前のとおりとし、改正後の条例は第８条第２項の届け出から適用するものでござ

います。これは、改正前に受給者証の交付を受けているひとり親家庭の父及び児童でありまし

て、父がその児童と生計を同じくしていない者については従来どおりで、ひとり親家庭の改正

後の認定については、規則で定める現況届により適用されるものでございます。 

 以上が、ひとり親家庭の医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例であるわけでござ

います。提案理由の説明とさせていただきますが、慎重御審議をいただき、御議決賜りますよ

うお願いを申し上げる次第であります。 

 以上であります。 

○議長（齊藤邦明君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は順次発言を許可します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） 質疑がないようですので、これで質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） ないようですので、これで討論を終了します。 

 これより議案第43号 上里町ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部を改正する

条例についての件を起立により採決します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（齊藤邦明君） 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────◇────────────────── 

◎日程第７ 町長提出議案第４４号 上里町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

○議長（齊藤邦明君） 日程第７、町長提出議案第44号 上里町国民健康保険条例の一部を改

正する条例についての件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 御提案申し上げました議案第44号 上里町国民健康保険条例の一部

を改正する条例についての提案説明を申し上げます。 

 初めに、提案理由でございますけれども、医療保険制度の安定的運営を図るための国民健康

保険等の一部を改正する法律が平成22年５月19日に公布され、同日付で施行されたことに伴い

まして、上里町国民健康保険条例についての所要の改正を行いたく本案を提出するものであり

ます。 

 次に、改正内容について御説明を申し上げたいと思います。 

 医療保険制度の安定的な運営を図るための国民健康保険法等の一部を改正する法律の改正に

つきましては、国民健康保険法の一部改正、国民健康保険法の高齢者医療の確保に関する法律

の一部改正などが行われたところでございます。 

 健康保険法の一部改正の中で、高医療費市町村基準給付に対する支給割合が高い1.14を超え

る市町村でありますけれども、につきましては国民健康保険の安定化計画を策定し、医療給付

費の適正と安定化対策を講じなければならないと指定制度があったわけでございますけれども、

この指定市町村の制度は廃止になり、国民健康保険法第４条の２の指定市町村の安定化計画が、

広域化等の支援方針に改められたわけであります。都道府県は、国民健康保険事業の運営の広

域化または財政の安定化を推進するための当該都道府県の市町村に対する支援の方針を定める

ことができる広域化支援方針に関する規定が設けられたわけであります。 

 それに伴いまして、健康保険法第72条第４項が削除され、第72条第５項が第72条第４項とな

ったために、上里町国民健康保険条例第９条の「法第72条の５」を「法第72条の４」に改める

ものであります。 

 附則でありますけれども、施行期日は平成22年４月１日から施行するものであります。 

 以上が、国民健康保険条例の一部を改正する条例の提案理由の内容の説明でございます。慎
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重御審議をいただき、御議決賜りますようお願いを申し上げる次第でございます。 

 なお、上里町につきましては、この高医療費市町村の対象にはなっていないということでご

ざいますので、今までもこの計画を策定はされていなかった状況にあるわけであります。 

 以上であります。 

○議長（齊藤邦明君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は順次発言を許可します。 

 10番、沓澤幸子議員。 

〔１０番 沓澤幸子君発言〕 

○１０番（沓澤幸子君） ただいまの説明でちょっとわからない点がありましたので、お尋ね

したいと思います。 

 高医療費市町村に上里町は該当していなかったということでありますけれども、ではどれぐ

らいの位置にあるのかというのが１点です。 

 それと、そこの対象になっていた市町村に対しては、安定化対策を講じなければいけなかっ

たことが今度は削除されて広域化支援方針に変わったということでありますけれども、後期高

齢者医療保険制度は広域化していると思いますけれども、国民健康保険そのものを広域化して

いこうという方針になったということで理解していいのかどうか、その辺をお尋ねいたします。 

○議長（齊藤邦明君） 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 後半の部分の国民健康保険の関係でございますけれども、まだそこ

までの状況には至っていないということでございまして、これは県と国との協議、市町村との

また協議ということになるんだと思いますけれども、その分についてはまだいっていないとい

うことでございます。 

 前段についての説明については担当課長から説明させます。 

○議長（齊藤邦明君） 健康保険課長。 

〔健康保険課長 高杯一美君発言〕 

○健康保険課長（高杯一美君） まず第１点、上里町が対象云々についてはちょっとここにそ

の辺の資料を用意してありませんので、後でまた報告ということでよろしいでしょうか。 

○議長（齊藤邦明君） 沓澤幸子議員。 

〔１０番 沓澤幸子君発言〕 

○１０番（沓澤幸子君） 後半の部分で、広域化支援についてはまだそこまではいっていなく

て今後の協議ということでありましたけれども、それでは新たに加わった部分ということは、

広域化支援方針に変わったという中身についてもう少し具体的にお願いいたします。 
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○議長（齊藤邦明君） 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 私が最初説明したのは、ちょっと議員さんの内容と違ったかなと思

いますので、改めてその分だけさせていただきますが、この高医療費市町村には先ほど申し上

げましたとおり、受給給付が1.14を超える市町村が対象であったわけでございまして、その市

町村に上里町は入っていなかったということであるわけであります。その制度は廃止になりま

して、今度はその市町村で計画するのではなくて県が一括してそれを先ほど言った計画をつく

りなさいと、指定都市の安定化計画をつくりなさいというような内容に改正をされてきたとい

うことでございまして、私が最初申し上げましたのは、国民健康保険法の制度そのものが、県

が実施主体となってやることについてはまだ協議中であるというような内容でございますので、

御理解賜りたいと思います。 

○議長（齊藤邦明君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） 質疑がないようですので、これで質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） ないようですので、これで討論を終了します。 

 これより議案第44号 上里町国民健康保険条例の一部を改正する条例についての件を起立に

より採決します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（齊藤邦明君） 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────◇────────────────── 

◎日程第８ 町長提出議案第４５号 上里町営住宅条例の一部を改正する条例について 

○議長（齊藤邦明君） 日程第８、町長提出議案第45号 上里町営住宅条例の一部を改正する

条例についての件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 御提案申し上げました議案第45号 上里町営住宅条例の一部を改正

する条例についての提案説明を申し上げたいと思います。 
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 初めに、提案理由でございますけれども、公営住宅における暴力団の排除を図るため、国土

交通省及び警察庁の方針に基づき、上里町営住宅についての所要の改正を行いたく本案を提出

するものでございます。 

 次に、改正の内容についての御説明を申し上げたいと思いますが、公営住宅は住宅に困窮す

る低額所得者に対して廉価な家賃で供給する住宅であります。近年、公営住宅における暴力団

員のけん銃立てこもり事件など、公営住宅における暴力団が問題視をされておるところでござ

います。国土交通省や警察庁より、公営住宅から暴力団を排除をするための方策が示されてお

りますので、町営住宅におきましても入居に関しまして第６条、第13条、第14条及び第43条に、

暴力団員に関連する改正を行いました。安全で安心して暮らせる住環境の確保を図るものでご

ざいます。 

 附則でありますけれども、施行期日は平成22年10月１日から施行するものでございます。 

 以上、上里町営住宅条例の一部を改正する条例についての提案理由及び内容説明とさせてい

ただきます。慎重御審議をいただき、御議決賜りますようお願いを申し上げる次第であります。 

○議長（齊藤邦明君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は順次発言を許可します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） 質疑がないようですので、これで質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） ないようですので、これで討論を終了します。 

 これより議案第45号 上里町営住宅条例の一部を改正する条例についての件を起立により採

決します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（齊藤邦明君） 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 

午前９時２０分休憩 

──────────────────────────────────── 

午前９時３５分再開 

○議長（齊藤邦明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

──────────────────◇────────────────── 
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◎日程第９ 町長提出議案第４６号 平成２２年度上里町一般会計補正予算（第２号）につい 

                 て 

○議長（齊藤邦明君） 日程第９、町長提出議案第46号 平成22年度上里町一般会計補正予算

（第２号）についての件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 御提案申し上げました議案第46号 平成22年度上里町一般会計補正

予算（第２号）についての説明を申し上げます。 

 平成22年度上里町一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによるものであります。 

 第１条でありますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,390万5,000円を追加いたし

まして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ74億7,514万9,000円といたし、歳入歳出予算

の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算は、「第１表 歳入

歳出予算補正」によるものであります。 

 次に、２ページでありますけれども、第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 歳入の14款国庫支出金、項２国庫補助金につきましては、民生費の国庫補助金で地域生活支

援事業補助金であります。 

 次に、15款の県支出金、項の２の補助金でありますけれども、民生費の特別保育事業補助金

515万8,000円が主な内容であります。 

 18款繰入金、項の２特別会計繰入金につきましては、介護保険特別会計繰入金になっておる

ところでございます。 

 次に、19款の繰越金につきましては、必要額を前年度繰越金を入れたわけであります。 

 歳入合計でありますけれども、現計予算に対しまして3,390万5,000円を追加をいたしまして、

74億7,514万9,000円とするものであります。 

 次に、３ページから４ページの歳出でございますけれども、議会費から教育費まででござい

まして、各項にわたりまして人事異動等による給与の補正や需用費の補正となっておるところ

でございます。 

 ２款の総務費は、給与費の減額のほか、総合振興計画策定事業350万4,000円や、公共用地取

得・管理事業の土地購入費、それから交通安全対策事業などの補正額2,110万2,000円の減額と

なっているところでございます。 

 ３款の民生費、項１の社会福祉費は、成年後見制度利用支援事業や、介護保険特別会計繰出

金など、それから項の２の児童福祉費は「赤ちゃんの駅」設置事業や保育所整備事業補助金な
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どでございます。 

 ４款の衛生費につきましては、予防対策事業が主な内容でございまして、103万8,000円の補

正になっているところでございます。 

 ５款の農林水産業費は、給与費補正が主な内容でございます。 

 ６款の商工費につきましては、住宅改修資金補助金が追加される主な内容でございます。 

 ７款の土木費につきましては、給与費の補正のほか、項の２の道路橋りょう費では道路維持

補修事業の250万円の補正など、それから項の４都市計画費では、神保原駅南土地区画整理事

業特別会計への繰出金や街路整備事業の土地購入費などの総額3,521万8,000円の補正となって

いるところでございます。 

 ８款の消防費は、36万8,000円の補正であります。 

 ９款の教育費につきましては、給与費の補正のほか、学校や公民館、図書館等の各公共施設

の修繕工事費等が1,093万1,000円となっているところでございます。 

 歳出合計も歳入同様でございまして、現計予算に対しまして3,390万5,000円を追加いたしま

して、74億7,514万9,000円とするものであります。 

 以上が、一般会計補正予算の提案説明でございます。慎重御審議をいただきまして、御議決

賜りますようお願いを申し上げる次第であります。 

 次に、お手元にあります大きい予算の一覧表があるわけでありますが、それによって補足説

明をさせていただきたいと思います。 

〔以下、上程中の議案について 副町長 山下精治君補足説

明〕 

 以上であります。 

○議長（齊藤邦明君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は順次発言を許可します。 

 10番、沓澤幸子議員。 

〔１０番 沓澤幸子君発言〕 

○１０番（沓澤幸子君） 歳出のところでお尋ねいたします。 

 福祉こども課の赤ちゃんの駅設置でありますけれども、大変待たれていることだと思います

が、11カ所というふうに御説明がありましたけれども、11カ所は主にどちらのほうに設置する

予定になっているのか、お尋ねいたします。 

 また、児童館の臨時職員賃金、それと保健センターの保健師の臨時職員賃金ということで、

臨時職員の賃金が２つ出ておりますけれども、これは増員というふうに見ていいのかどうか、

お尋ねいたします。 
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○議長（齊藤邦明君） 福祉こども課長。 

〔福祉こども課長 関根健次君発言〕 

○福祉こども課長（関根健次君） 説明をさせていただきます。 

 赤ちゃんの駅につきましては、町庁舎、長幡児童館、七本木児童館、上里東児童館、上里町

立図書館、ワープ上里、上里町立体育館、保健センター、神保原駅北コミュニティーセンター、

イオン上里、ウニクス上里の11施設、13カ所でございます。 

 続きまして、臨時職員について説明をさせていただきます。 

 こちらは七本木児童館の臨時職員でございますが、人事異動に伴う増員分の賃金並びに常勤

臨時職員の共済費の調整不足分を計上させていただきました。１名分でございます。 

○議長（齊藤邦明君） 健康保険課長。 

〔健康保険課長 高杯一美君発言〕 

○健康保険課長（高杯一美君） 御説明申し上げます。 

 保健センターの職員につきましては、育児休業の延長ということが確定になりましたので、

その分を臨時職員で補うということで調整させていただいております。 

○議長（齊藤邦明君） ほかに質疑はありますか。 

 ２番、山下博一議員。 

〔２番 山下博一君発言〕 

○２番（山下博一君） 説明の中で、産業振興課の農地係ということで、４ページですね、県

の支出金で農業委員会の補助金ということで電算委託料が84万円計上されていますが、この農

地台帳というのは具体的にどういうことで今回委託料の負担があるのか、ちょっとその辺を御

説明いただければと思います。 

○議長（齊藤邦明君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 吉田雅幸君発言〕 

○産業振興課長（吉田雅幸君） 土地台帳でございますが、農地を１筆１筆ごとに記載してい

るものですが、今回の改正によりまして、農地の利用状況調査や遊休農地の土地状況等を新た

に記載する項目が設けられましたものから、それに伴うシステムの変更を行うものでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（齊藤邦明君） ２番、山下博一議員。 

〔２番 山下博一君発言〕 

○２番（山下博一君） これは今年度だけということで、毎年発生するということではないん

ですか。 
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○議長（齊藤邦明君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 吉田雅幸君発言〕 

○産業振興課長（吉田雅幸君） 今年度システムを変更すれば、そちらのほうがずっと使える

という形のものになっております。 

 以上です。 

○議長（齊藤邦明君） ほかに質疑はありませんか 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） 質疑がないようですので、これで質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） ないようですので、これで討論を終了します。 

 これより議案第46号 平成22年度上里町一般会計補正予算（第２号）についての件を起立に

より採決します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（齊藤邦明君） 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────◇────────────────── 

◎日程第１０ 町長提出議案第４７号 平成２２年度上里町国民健康保険特別会計補正予算 

                  （第２号）について 

○議長（齊藤邦明君） 日程第10、町長提出議案第47号 平成22年度上里町国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）についての件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 御提案申し上げました議案第47号 平成22年度上里町国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）について御説明申し上げます。 

 平成22年度上里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによるも

のでございます。 

 第１条、歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,932

万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ26億9,167万8,000円とするもの

でございます。 
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 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 補正予算書の２ページをお開きいただきたいと思います。 

 第１表が歳入歳出予算の補正であります。 

 歳入についてでございますが、款の３国庫支出金、項１国庫負担金につきましては、療養給

付費等の負担金でありますが、介護給付金の負担金が98万4,000円の増額補正になっていると

ころでございます。 

 次に、項の２の国庫補助金でありますが、介護給付金の財政調整交付金及び被保険者証更新

時に同封する臓器提供意思表示のリーフレットや、レセプト審査支払システム等の最適化に係

る国保システムの改修委託料などでございます。 

 それから、特別調整交付金が247万8,000円の増額となっているところでございます。 

 続きまして、款の６の県支出金につきましては、介護納付金の普通調整交付金及び人間ドッ

クに対する特別調整交付金が163万5,000円の補正であります。 

 続きまして、款の９繰入金でありますが、一般会計からの繰入金で、職員給与費等の減額に

伴い47万9,000円を減額いたすものであります。 

 続きまして、款の10の繰越金でございますが、歳入歳出の不足に対する額を1,471万1,000円

を補正するものであります。 

 歳入合計につきましては、1,932万9,000円を追加いたしまして、予算総額を26億9,167万

8,000円とするものであります。 

 続きまして、歳出でありますが、款の１の総務費の補正であります。職員給与費や被保険者

証更新時に同封する臓器提供意思表示のリーフレット印刷代や、レセプト審査支払システム等、

最適化に係る国保システム改修委託料及び負担金など、179万7,000円の増額補正となっておる

ところでございます。 

 続きまして、款の６の介護給付金でございますが、平成22年度の介護納付金１億6,182万

6,187円に確定をいたしましたので、予算との差額289万6,000円を補正するものでございます。 

 続きまして、款の８の保健事業費でありますけれども、項の２保健事業費につきましては、

人間ドック、併診ドックの補助金292万5,000円増額補正でございます。 

 続きまして、款の10の諸支出金でありますが、項の１の償還金及び還付金につきましては、

国庫負担金の療養給付費等負担金の返還金1,171万1,000円の補正であります。 

 歳出合計につきましては歳入同様、1,932万9,000円を増額いたしまして、予算総額は26億

9,167万8,000円といたすものでございます。 

 以上が平成22年度上里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の提案説明でございます。
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慎重御審議をいただきまして、御議決賜りますようお願いを申し上げる次第であります。 

 一般会計と同じように、大きい表がお手元に配付されているわけでございますので、簡単に

それをもとに説明をさせていただきたいと思います。 

〔以下、上程中の議案について、副町長 山下精治君補足説

明〕 

 以上であります。 

○議長（齊藤邦明君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は順次発言を許可します。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） 質疑がないようですので、これで質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） ないようですので、これで討論を終了します。 

 これより議案第47号 平成22年度上里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

の件を起立により採決します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（齊藤邦明君） 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────◇────────────────── 

◎日程第１１ 町長提出議案第４８号 平成２２年度上里町介護保険特別会計補正予算（第１ 

                  号）について 

○議長（齊藤邦明君） 日程第11、町長提出議案第48号 平成22年度上里町介護保険特別会計

補正予算（第１号）についての件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 御提案申し上げました議案第48号 平成22年度上里町介護保険特別

会計補正予算（第１号）について御説明申し上げます。 

 平成22年度上里町介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによるもので

ございます。 
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 第１条でありますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,990万7,000円を追加いたし

まして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ12億1,223万3,000円といたし、歳入歳出予算

の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表

 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 次に、２ページでございますけれども、「第１表 歳入歳出予算補正」でございます。 

 初めに、歳入でございますけれども、款の７繰入金、項１一般会計繰入金につきましては、

職員給与費等の増額に伴い一般会計から294万9,000円を繰り入れするものであります。 

 款の８繰越金、項の１の繰越金につきましては、歳入歳出の不足する1,695万8,000円を計上

させていただいたものであります。 

 歳入の合計につきましては、1,990万7,000円を追加いたしまして、予算総額を12億1,223万

3,000円といたすものであります。 

 続きまして、歳出でございますけれども、款の１の総務管理費、項の１の総務管理費につき

ましては、職員の給与費等に関するもので14万9,000円の減額となるわけであります。 

 款の２の保険給付費につきましては、高額サービス費の増加に伴い、項３高額サービス費

731万5,000円の増額補正でございます。 

 款の４の地域支援事業費の項１の介護予防事業費及び項の２の包括的支援事業費・任意事業

費につきましては、職員の給与費等に関するものでございまして、315万2,000円の増額補正と

なっているところでございます。 

 款の５諸支出金、項の１の償還金及び還付加算金につきましては、平成21年度の介護保険給

付金における負担金等の精算に伴う国等への返還金でございまして、497万9,000円を計上した

ところでございます。 

 項の２の繰出金は、一般会計に対するものでございまして、前年度、平成21年度分の介護給

付費の精算に伴う返還金でございまして461万円となっているところでございます。 

 諸支出金の補正額の合計は、958万9,000円となっているところでございます。 

 歳出の合計につきましては、歳入同様、現計予算に対しまして1,990万7,000円を追加いたし

まして、予算総額を12億1,223万3,000円とするものであります。 

 以上が介護保険特別会計補正予算の提案理由説明でございます。慎重御審議をいただきまし

て、御議決賜りますようお願いを申し上げる次第であります。 

 続きまして、お手元の大きい表を見ていただきたいと思います。 

〔以下、上程中の議案について、副町長 山下精治君補足説

明〕 

 以上であります。 
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○議長（齊藤邦明君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は順次発言を許可します。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） 質疑がないようですので、これで質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） ないようですので、これで討論を終了します。 

 これより議案第48号 平成22年度上里町介護保険特別会計補正予算（第１号）についての件

を起立により採決します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（齊藤邦明君） 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────◇────────────────── 

◎日程第１２ 町長提出議案第４９号 平成２２年度上里町老人保健特別会計補正予算（第１ 

                  号）について 

○議長（齊藤邦明君） 日程第12、町長提出議案第49号 平成22年度上里町老人保健特別会計

補正予算（第１号）についての件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 御提案申し上げました議案第48号 平成22年度上里町老人保健特別

会計補正予算（第１号）について御説明申し上げます。 

 平成22年度上里町老人保健特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによるもので

ございます。 

 第１条、歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３万

2,000円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ11万1,000円とするもの

であります。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 補正予算の２ページをお開きいただきたいと思います。 
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 第１表、歳入歳出補正予算であります。 

 歳入につきましては、款の４繰入金でありますが、一般会計からの繰入金１万2,000円の補

正であります。 

 款の５繰越金につきましては、平成21年度繰越金２万円を補正するものであります。 

 歳入合計につきましては、３万2,000円を追加いたしまして11万1,000円とするものでありま

す。 

 次に、歳出でありますけれども、款の３諸支出金、項の１償還金につきましては、平成21年

度の精算によりまして、社会保険診療報酬支払基金交付金、それから老人医療給付費国県負担

金等の返還金３万2,000円の補正であります。 

 歳出合計につきましては、歳入同様、３万2,000円追加いたしまして11万2,000円を追加する

ものでございます。 

 以上で、平成22年度上里町老人保健特別会計補正予算（第１号）の提案理由の説明とさせて

いただきます。慎重審議をいただきまして、御議決賜りますようお願いを申し上げる次第であ

ります。 

 以上であります。 

○議長（齊藤邦明君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は順次発言を許可します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） 質疑がないようですので、これで質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） ないようですので、これで討論を終了します。 

 これより議案第49号 平成22年度上里町老人保健特別会計補正予算（第１号）についての件

を起立により採決します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（齊藤邦明君） 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────◇────────────────── 

◎日程第１３ 町長提出議案第５０号 平成２２年度上里町神保原駅南土地区画整理事業特別 

                  会計補正予算（第１号）について 

○議長（齊藤邦明君） 日程第13、町長提出議案第50号 平成22年度上里町神保原駅南土地区
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画整理事業特別会計補正予算（第１号）についての件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 議案第50号 平成22年度上里町神保原駅南土地区画整理事業特別会

計補正予算（第１号）は、次に定めるところによるものであります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ714万8,000円を追

加いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ7,506万1,000円とするものでありま

す。 

 ２といたしまして、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 次に、２ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳入歳出予算の補正の第１表でございます。 

 今回の補正予算につきましては、歳入歳出それぞれ714万8,000円を増額いたしまして、総額

で7,506万1,000円とするものであります。 

 歳入につきましては、２の繰入金、他会計からの繰入金でございまして、町からの繰入金

550万9,000円を増額し1,675万8,000円といたすものであります。 

 ３の繰越金につきましては、繰越金を前年度の確定によりまして163万9,000円の増額補正を

するものであります。 

 歳入合計につきましては、補正前の額6,791万3,000円に対しまして、補正額714万8,000円を

増額いたしまして7,506万1,000円とするものでございます。 

 次に、歳出でございますけれども、歳出につきましては事業費でございますけれども、補正

前の額6,781万3,000円に補正額714万8,000円を増額いたしまして、7,496万1,000円とするもの

でございます。 

 歳出合計につきましては、補正前の額6,791万3,000円に対しまして、補正額714万8,000円を

増額いたしまして7,506万1,000円とするものでございます。 

 事業費の内容でございますけれども、職員の異動に伴う給与費、それから職員手当といたし

まして56万4,000円の増額、それから委託費といたしまして換地計画策定に使用となります

町・字変更調書の作成、権利関係の再調整を換地計画作成業務の委託費といたしまして620万

円の計上をいたしたものでございます。 

 工事費につきましては、仮換地指定を行います土地への盛土工事が残されておりますので、

これの工事の費用といたしまして14万円の増額をいたしたものであります。 
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 以上で提案理由の説明とさせていただきます。慎重御審議の上、御議決賜りますようお願い

を申し上げる次第でございます。 

 お手元に大きい一覧表があると思いますが、それでちょっと説明をさせていただきます。 

〔以下、上程中の議案について、副町長 山下精治君補足説

明〕 

 以上であります。 

○議長（齊藤邦明君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は順次発言を許可します。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） 質疑がないようですので、これで質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） ないようですので、これで討論を終了します。 

 これより議案第50号 平成22年度上里町神保原駅南土地区画整理事業特別会計補正予算（第

１号）についての件を起立により採決します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（齊藤邦明君） 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────◇────────────────── 

◎日程第１４ 町長提出議案第５１号 平成２２年度上里町公共下水道事業特別会計補正予算 

                  （第１号）について 

○議長（齊藤邦明君） 日程第14、町長提出議案第51号 平成22年度上里町公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）についての件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 御提案申し上げました議案第51号 平成22年度上里町公共下水道事

業特別会計補正予算（第１号）について御説明申し上げます。 

 町公共下水道事業につきましては、議員各位並びに関係機関、区長等の御理解をいただきま

して、本年４月の供用開始することができましたことを厚く感謝を申し上げる次第であります。 
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 今回の補正につきましては、第１条、歳入歳出予算の総額に417万3,000円を追加いたしまし

て、総額を３億2,409万6,000円とするものでございます。 

 第２項の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 第１表 歳入歳出予算補正の内容説明をいたしますと、歳入の２款、歳出２款の構成となっ

ているところでございます。 

 初めに、歳入でございますけれども、繰入金につきましては243万円を増額いたし、総額で

7,862万1,000円となり、一般会計から繰り入れするものであります。 

 次に、繰越金でありますけれども、前年度決算確定に伴いまして、当初予算額計上差額分の

174万3,000円を計上いたしたものでございます。 

 次に、歳出でございますけれども、事業費498万2,000円を増額いたしまして、総額２億

5,129万4,000円とするものでございます。 

 その補正内容につきましては、職員の人事異動等に伴う補正額283万6,000円及び道路復旧工

事請負費200万円並びに酸素・硫化水素濃度計購入費13万2,000円の計上であります。 

 また、公債費80万9,000円を減額し、総額で7,270万2,000円といたすものであります。 

 内容につきましては、平成21年度借り入れいたしました金額の利率の確定したことに伴う減

額となっているところでございます。 

 以上で提案理由の説明とさせていただきます。慎重御審議の上、御議決賜りますようお願い

を申し上げる次第でございます。 

 お手元に一覧表が行っておりますので、ごらんいただきたいと思います。 

〔以下、上程中の議案について、副町長 山下精治君補足説

明〕 

 以上であります。 

○議長（齊藤邦明君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は順次発言を許可します。 

 ８番、新井實議員。 

〔８番 新井 實君発言〕 

○８番（新井 實君） 今、副町長から公共下水道の特別会計に対する説明がございましたけ

れども、４月から公共下水道が供用開始になった中で、神保原地区、忍保、八町河原を含めて

個人の申し込みが何件ぐらいあって、今現在供用開始している家が何軒ぐらいあるのか。 

 また、つつじヶ丘団地、それぞれの団地、そういうまとまったところの供用開始になってい

ると思うんですけれども、個人加入者と団体ですか、団地なんかでまとまって入っているとこ
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ろの全体の戸数と、今現在申し込まれて既に供用開始している戸数と、これからまだ残ってい

る戸数をちょっと教えていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（齊藤邦明君） 下水道課長。 

〔下水道課長 豊田昇君発言〕 

○下水道課長（豊田 昇君） それでは説明させていただきます。 

 まず、個人の申し込み並びにそれに伴う供用開始の世帯数でございますが、接続の申請をさ

れているのが個人で今現在168世帯でございます。そのうち、供用開始されておりますものが

158世帯でございます。 

 次に、つつじヶ丘団地等々の問題でございますが、つつじヶ丘団地につきましては約110戸

が加入ということでございます。それと、それを差し引いた部分についてが個人の加入である

ということでございます。 

 なお、業種等によっても児玉工業団地というのがございます。21戸が今現在供用開始で接続

しておりますので、総体的には接続の申請数が222戸と申しますか、世帯と申しますか、そう

いう状態でございまして、供用開始されているのが210世帯ということがきょう現在の内容で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（齊藤邦明君） ほかに質疑はありませんか。 

 10番、沓澤幸子議員。 

〔１０番 沓澤幸子君発言〕 

○１０番（沓澤幸子君） 償還金利子のところでお尋ねいたしますけれども、私の聞き間違い

かもしれませんが、副町長のほうで、平成21年度借り入れの利子が確定したことによるふうな

説明だったように思うんですけれども、利子はどのように確定したのかお尋ねいたします。 

 また、給与のところの時間外勤務手当なんですけれども、大変時間外勤務手当が増えるとい

うことは職員に対しても重労働になるというふうに思いますので、この辺は増員によって解決

できる問題なのかどうなのか、その点も含めてお尋ねいたします。 

○議長（齊藤邦明君） 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 後半の部分については私のほうから答弁させていただきますけれど

も、時間外が非常に多いということでございますけれども、これについては今ちょうど供用開

始をされましてその加入手続のその時期に入った時期的な残業が非常に多いということでござ

います。やはりその時期によるものでございますので、これが恒久的に続くものであるかとい

うこともまたあるわけでございます。その辺のところをやはり検討しながら、その職員の配置
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については今後考えていく必要があるというふうに理解しているところでございます。 

○議長（齊藤邦明君） 下水道課長。 

〔下水道課長 豊田昇君発言〕 

○下水道課長（豊田 昇君） 償還金の利息の減額について説明させていただきます。 

 当初予算計上の段階では、当然３月31日までに借り入れされるだろうということで予定を組

んでおり、なおかつ2.1％ぐらいが借入額かなということで計上させていただいておったんで

ございますが、事実上の借り入れが５月の26日が全部で４件、４月の26日が１件、３月の30日

が１件ということで、これに伴います当然利息の９月支払い分がおのおの変わってきますので、

そういう状況の中で利息が減額したということに伴いまして、今回計上させていただいたわけ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（齊藤邦明君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） 質疑がありませんので、これで質疑を終了します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（齊藤邦明君） ないようですので、これで討論を終了します。 

 これより議案第51号 平成22年度上里町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

ての件を起立により採決します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（齊藤邦明君） 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────◇────────────────── 

◎散  会 

○議長（齊藤邦明君） 本日はこれをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

午前１０時４１分散会 


